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首都アスタナはとても過ごしやすい気温でしたが、1,500km 南のシムケントは日中 43 度と、気温の差が激

しく変化についていくのが大変でした。 

■お金の管理方法、現地の通貨事情： 

現地で 500USD 分の通貨をいただいたので、それで事足りました。 

■治安、医療関係事情、心身の健康管理で気をつけたこと等、危機管理： 

暑いので熱中症や、食中毒には気をつけましょう。 

■自由時間に利用した交通手段： 

タクシー 

■プログラム期間中に利用したネット環境： 

レンタルしたルーター 

 

 

■プログラムへの参加手続き： 

事前にいくつかの個人情報を記入しホスト大学に提出しました。 

■ビザの手続き： 

必要ありませんでした。 

■医療関係の準備： 

普段使っている風邪薬を念のため持って行きました。 

■保険関係の準備： 

付帯海学保険に入りました。 

■東京大学の所属学部・研究科（教育部）で行った手続き： 

授業期間と被っていたのみで、学部への申請は私の場合必要ありませんでした。 

■語学関係の準備： 

IELTS6.0 です。 

 

 

■参加するために要した費用： 
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 娯楽費 3,000 円 

■その他、補足等： 

 

■プログラム参加のための奨学金の受給有無： 

受給した。 

■奨学金の支給機関・団体名等： 

AUA 

■受給金額（月額）： 

50,000 円 

■受給金額についての補足等： 

 

■奨学金をどのように見つけたか： 

大学（本部国際交流課）からの案内 

 

 

■プログラムに参加したことの意義、その他所感： 

どんな大学の人であれ大差はありません。自分自身が何を語り、どんな行動を取れるかが大事だと改め

て認識しました。 

■今後のキャリアに対する考え方や就職活動に与えた影響： 

カザフスタンは首都こそ発展していますが他の地域はまだまだ発展途上であり、私が志さんとする都市計

画の観点からも大きな衝撃・経験となりました。 

■進路・就職先（就職希望先）： 

 

■今後参加を考えている学生へのメッセージ、アドバイス： 

現地で得られる全てを楽しみましょう。それにつきます。 

■準備段階やプログラム参加中に役に立ったウェブサイト、出版物： 

特にありません。ですがいく国についての政治状況や人口などの基本的なデータ、文化や歴史などは軽く

さらっておきました。 

 

プログラムを振り返って 
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